
お客様へのお願い 

お客様の安全で快適な利用の為、下記の事項にご留意いただきますようご理解、ご協力をお願い申

し上げます。 

 

講堂利用に関してのお願い 

 入館時、受付窓口へ利用許可書の提示をお願いいたします。 

 客席内は飲食禁止です。 

お食事は、２階ホワイエ・楽屋・会議室・和室でお願いいたします。 

 客席定員は５０６名です。（車椅子スペース・親子席含む） 

車椅子スペースに座席を作る際は、定員厳守の上１か所につき４脚までとなっております。 

※但し、車椅子利用者来場時はそちらを優先してください。 

 客席内の安全対策をお願いいたします。 

（お年を召したお客様への付き添い、介助が必要な方への補助など、客席照明を暗くされる際のア

ナウンス、客席内に設置した機材のケーブル養生等） 

 案内板・看板などの設置は公会堂内のみ可能です。区役所スペース、建物外への設置は一切できま

せん。また、設置される際は通行の妨げにならないようお気を付けください。 

 館内、セロファン・ガムテープの使用は禁止です。 

養生テープ、ドラフティングテープ、マグネット等をご持参ください。 

 舞台床面の取扱いにご注意ください。 

・ 目印にテープを貼る際は、最小限にして長く貼らないようにお願いいたします。 

貼ったテープは舞台を傷付けないよう、ゆっくり剥がしてください。 

・ 濡れた物を直接置かないでください。 

また、管楽器の水は舞台やひな壇に直接捨てず、ぞうきんや受け皿をお持ち込みください。 

・ エンドピンの直差しはご遠慮ください。エンドピンレスト等をご用意ください。 

・ その他、モノを引きずるなど、舞台面を傷付ける恐れのある行為はご遠慮ください。 

 道具・設備類の取扱いにご注意ください。 

（※特に反響板側面やピアノ、幕類に傷や汚れが付くような行為はおやめください） 

 ゴミのお持ち帰りにご協力お願いいたします。 

 花かご、弁当ガラ等は時間内撤収と搬入口での引取りをお願いいたします。 

（※各業者様へお伝えください。） 

 退館前に原状復帰のご確認をお願いいたします。（※施設点検表に沿ってご確認ください） 

 

＊大切な本番に向けて、ご自身の体調管理・安全管理にも十分ご留意ください。 

 

施設利用に関してのお願い・お知らせ 

 施設内は全面禁煙です。また、施設内での飲酒はお断りします。 

 ペットを連れてのご入館はご遠慮ください。 

 附帯利用料は、確定後なるべくお早めにご精算ください。 

 AED は１階通路に設置してあります。 

 消火栓のまわりに物を置くことや、許可なく移動することはおやめください。 
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反響板の設置・撤去に関する注意事項 

 

反響板は重量物であり、操作方法や作業手順を誤ると、重大な事故や怪我に繋がる場合があ

ります。反響板の設置・撤去を行う場合は下記の注意事項をお守りください。 

 

□ 反響板作業は、必ず公会堂スタッフの立合いのもと、その指示に従って行ってください。 

 

□ 反響板の設置・撤去はお客様にご協力いただきます。 

・ 反響板の設置・撤去にはそれぞれ 30分ほどお時間がかかります。 

・ 作業には 3～5名のご協力が必要になります。 

・ ハイヒールや裾の長いお召し物は危険ですので動きやすい服装でのご協力をお願い

いたします。 

 

□ 反響板の設置・撤去の際は、下記事項をご確認ください。 

・ 反響板に関する作業は危険を伴います。作業をされる方以外は、舞台に上がらない

ようお願いいたします。 

・ 反響板を動かしている間、基本的には舞台のセッティングなどを同時進行すること

はできません。 

・ 反響板（特に天井）を動かしている間、客席での音出し等は極力ご遠慮ください。 

 

ピアノの取扱いに関する注意事項 

 

□ ピアノの移動、及び蓋の開閉を行う際は公会堂スタッフにご相談ください。 

 

□ ピアノに傷をつけないよう、下記事項をお守りください。 

・ ピアノの移動は必ず 3名以上で行ってください。 

・ 移動時や、周りで作業を行う際は十分お気を付けください。 

・ ピアノの上に物を置かないでください。 

・ ピアノの弦に直接触れることは禁止しております。 

 

□ ピッチの変更をされた場合は、必ず 442Hz に戻していただきますようお願いいたしま

す。 

 

ひな壇の設置・撤去に関する注意事項 

 

・ ひな壇の設置には最低 3名のご協力が必要です。 

・ 運搬の際は壁や反響板にぶつからないようお願いいたします。 

・ 転倒等の事故に繋がりますので、動線に物を置かないよう、お願いいたします。 

 

 



 

操作盤の使用等に関する注意事項 

 

 

操作盤の使用にあたって、操作方法を誤ったり、確認作業を怠った場合、事故・怪我等が発

生することがあります。操作盤を操作される場合には、下記注意事項をお守り頂き、安全な

使用をお願いいたします。 

 

 

 操作盤を使用する場合には、使用前に必ず公会堂スタッフから説明を受けてください。 

 

 操作盤を操作するときに、下記事項をご確認ください。 

 他の方の安全確保の為、必ず目視確認と、声掛け周知をお願いいたします。 

 作動時には常に操作盤から離れないでください。 

 危険が予見される場合にはすぐに停止できる様、常時ストップボタンに手を当てな

がら使用してください。 

 

 以下の事が起きた場合、すぐに吊物を停止させてください。 

 下に人がいる。物が置いてある場合 

 吊物を上げる際に床に置いてある物などに引っかかっている場合 

 吊物が動く際に異音がする場合 

 災害が発生した場合 

 その他、危険が予見される場合 

 

 


